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Abstract The summer form adults of Neope niphonica niphonica Butler emerged abundantly in 2008, 
as in 2004. Changes in daily numbers, adult behaviour and morphological characteristics are reported 
through the comparison between the data of the two years. The emergence of summer form adults in 
this area is considered to be heavily affected by the amount of snow in winter and the temperature of 
early summer. Through the observation of this species in 2008, the advantages and disadvantages for 
summer form emergence are examined. 
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は じ め に 
高橋 ・ 草 刈 (2005) は 先 に 山形 県 小国 町 沼沢 産 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope niphonica に つい て , 2003 





年 まで の 10 年 間 に 観察 ree ene 2004 年 に 多く 発生 し た こと を 記録 し . い くつ か の 特徴 的 
な 斑紋 の 傾向 を 指摘 し た . 2005 年 と 2006 年 は 夏 型 が ほとん ど と 発生 し な か っ た が , 2007 年 は 小 規模 な 
発生 が 確認 され た . 2008 年 は 例年 に な く 春 型 が 多く 目撃 され , 続い て 夏 型 も 2004 年 を 上 回 る 大 発生 と 
な っ た . 


ト 続 報 で は , 新た に 観察 され た 生態 的 知見 を 踏ま え , 前 回 行え を な か っ た 当地 で の 生活 史 を 推定 する と 
と に , 2004 58 B ALOR £ OIO ZRI >, 形質 毎 の 経年 変化 に つい て 調査 し た . この 報 文 の 
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HE iB に 関す る 分 は , 草刈 が 観察 し た デー タ に 基づき 互い に 考察 し た も の で あり . 地理 的 変異 に 関す 
る 部 分 は 。 I] SHE し た 材料 に 基づい て 高橋 が まとめ た も の で ある . 











この 報告 に 当たり , 寄生 蜂 を 同定 し て 下さ っ た 名 城 大 学 の 山岸 健三 教授 , 伸介 の 労 を と られ , 有益 な 知 
見 を 提供 いた だ いた 佐藤 卓志 氏 (石川 県 小松 市 ) に 深く お 礼 申 し 上 げ る . 



































態 的 知見 





1 生息 地 と 食 草 


前 報 同 様 , 山形 県 小国 町 沼沢 の 遅 越 地区 (標高 350 m) に ある 草刈 の 自宅 か ら . 作業 小屋 まで の 間 の 旧 
国道 沿い ( 約 30 m) が 主 な 観察 地点 で , 成虫 サン プリ ング の 70% も ここ で 行っ た . 


途中 に ある 切り 通し で は , 山側 か ら せ り 出し た イタ ヤ カ エ デ や イヌ シ デ に よっ て 日 中 で も 薄暗く , 本 
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種 が よく 体 息 し て いる (Figs 4, 5). 2008 年 に は その イタ ヤマ カエ デ の 桜 か ら 樹 液 が 出 た こと も あり , 切 り 
通し を 中 心 と し た 10 m 程 の 範囲 に 特に 多く 見 られ た . 


当地 で の 新た な 食 草 と し て チマ キザ サ 節 の ク テ ガ ワザ サ の 他 に , チシマザサ 節 の チン マ ザ サ Sasa ku- 
rilensis を 記録 した. 前 回 , 間瀬 川沿 い の 逢 崩 斜 面 下部 の 堆積 地 に も ササ 類 の 自然 群落 が 見 られ る こと 
を 写真 (英文 の 写真 説明 で は ク テ ガ ワザ サ の 学名 を 表示 ) を 添え て 報告 した. 後に これ は チシマザサ の 
群落 と 判り , 間瀬 川 の 本 流 と 支流 の 富貴 沢 (国土 地理 院 の 1/5 万 地形 図 で は 盗人 沢 と 誤記 され て いる ) 
で それ ぞ れ 数 筒 所 の チシマザサ 生育 地 を 確認 で きた . 350-400 m と いう 低 標 高 な が ら , 豪雪 の た め の 
遺存 分 布 と 考 を られ る チシマザサ が . 本 種 の 食 草 と し て 利用 きれ て いる か どう か を 調査 し た . 2008 年 
9 月 14 日 , 前 報 で 写真 に 示し た 鉄橋 下 で 本 流 沿い の 和 群落 を 調査 し た 結果 , Sm 四方 内 より , クロ ヒ カ ゲ 
8 卵 ( 内 7 卵 は 寄生 峰 に より 黒 変 , 他 に 2 齢 効 下 1 頭 も 確認 ) と 共に , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 1 卵 塊 18 
卵 ) を 発見 し た . こ の 卵 を 持ち 帰り チシマザサ の み を 与え て 飼育 し た と ころ ,9 月 20 日 に 能 化 し た 幼虫 
か ら , BRO EFI 7 AAS Le. 

さら に 当地 で は ク テ ガ ワザ サ に 混じっ て , 同 節 の ル ベ シ ベ ザ サ Sasa palmata var. niizimai の 群落 が 確 


認 き れ た . ク テ ガ ワ ザ サ より 少な いも の の , 後述 の よう に 本 種 や ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 食 草 と し て 利 
用 きれ て いる こと が 判明 し た . 







































































































































































2. 産卵 と 天敵 


2008 年 6 月 17 A, 夕方 5 時 頃 , 線路 沿い の ル ベ シ ベ ザ サ 和 群落 を ゆっ くり 飛 半 す る ヤマ キマ ダラ ヒビ ヒ カ ゲ 
春 型 を 発見 し た . し ば らく し て ササ の 葉 に と まり , 19 卵 を 産み Fig. 1), 飛び 去っ た . この 卵 は 10 日 後 
の 6 月 27 日 に 頭 部 が 確認 で きる よう に な っ た が , その うち 半数 以上 が 黒ずん で いた (Fig. 2). #6 A 28 
FEEL 7e 1 RIRORAA, 卵 の 時 と 同様 で (Fig. 3), 明 色 型 と 黒色 型 が 互い に 遺伝 型 の 可能 性 が あ 
る こと を 示し て お り , 同じ 母 門 か ら 両 型 が 生じ る こと が 判明 した. 


6 月 28 日 の 朝 , すでに 時 化し て いた 19 頭 の 効 虫 は , 夕方 まで に 数 が 減り 続け, 翌朝 に は 1 頭 も いな か 
っ た . 観察 時 に 刺激 を 与え な いよ うに 注意 し て お り , 別 の 葉 や 株 へ の 移動 も 認め られ な か っ た の で , 狩 
り 敵 か アリ な ど に 運び 去ら れ た 可能 性 が 高い . 


2008 年 8 月 14 HOA, 線路 沿い で 3 頭 の 本 種 が 飛 落 し て お り , その うち 最も 動き の 遅い 個体 が ク テ 
ガリ ワリ ザ サ に 静止 し て 産卵 を 始め た (Fig. 7). 約 5 分 後に 捕獲 し た と ころ , 12 卵 を 産ん で いた . この 卵 塊 
は 8 月 21 日 に は 異常 な か っ た が , 8 月 23 日 に すべ て 黒 変 し て いた (Fig. 8). COINS 5,9AZH, 寄 
生 蜂 7 頭 が 羽化 し て いる こと を 確認 し た . その 後 も 順次 羽化 し , 山岸 健三 氏 に より すべ て ハコ ネクロ 
タマ ゴ バ ナチ Telenomus hakonensis Ashmead, 1904 と 同定 され た . この 種 は 1 世紀 以上 前 に 箱根 か ら 発 見 
され だ も の で ある が , 標本 が 日 本 に 実在 せ ず , ご く 最 近 金 沢 市 産 や ママ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 卵 か ら 再 発見 
され た (佐藤 卓也 氏 私 信 ). 








































































































































































































3. 幼虫 の 各 齢 毎 の 行動 と 成長 速度 


FY CPA BINS FIND S 2008 9 H 20 AICHE L 7 18 HOS ( 頭 部 は すべ て 黒色 型 ) は , 与 
えた チシマザサ を 盛ん に 摂 食し , 体 色 が 翌日 に は 白色 か ら 緑 色 に な っ た .10 月 5 日 2② 齢 時 ) に は 8 頭 , 
3 頭 , 1 頭 に 分 か れ て 行動 し , 2 齢 か ら 3 齢 へ の 入眠 時 (10 月 8 日 ) は , $ 頭 ,3 頭 ,2 頭 に 分 か れ た (残り は 
2 齢 で 摂 食 中 ). 10 月 11 日 は 生存 し て いる 1258 (6 頭 は すでに 死亡 ) すべ て が 3 齢 に な り (体長 10-17 
mm), 葉脈 を 残さ きず 食べ る よう に な っ た . 


10 月 13 日 に は 1 頭 が 4 齢 へ の 入眠 に 備え て , 2 枚 の ササ の 葉 を , 定位 面 に 対し 垂直 な 数 本 の 和 糸 で 綴り 
合わ せ 簡 単 な 巣 を 造っ た .10 月 19 日 に は 生存 し て いる 10 頭 (2 頭 は 死亡 ) は 4 齢 に な っ た が , 数 日 経て 
も 綴っ た 葉 の 中 に 潜ん で 休む も の が し ば し ば 見 られ た (Fig. 9). これ が 入 眼 時 の 巣 を その まま 利用 し 
て いる の か , 補強 し た りあ る い は 新た に 吐 糸 し て 造 菓 し て いる の か は , 発達 の ズレ に 伴い 容器 内 に 恒 
常 的 に 複数 の 巣 が 作ら れ た た め に 確認 で き な か っ た . この 頃 か ら 単 独 で 飼育 し て 確か め る こと が 必要 
CHA. 




















































































































10 H 27 AIELLO 8O) 64M Ao CHML ED LA ISAICIKES ERI 


め , ま ず 3 頭 が 11 月 17 H, Xop TEMOR RE TTE SEMAN OBR CHC Ror. 
これ ら は 11 月 19-20 H CAHE L, 他 に 3 頭 が 新た に 前 上 踏 に な っ た が , この うち 1 頭 は 飼育 容器 の 壁面 
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に 腹部 を 向け て 垂下 し た . この 頃 よ り 寒 波 に よる 低温 が 続き , 室内 で も 日 中 5*C 以下 の こと が 多く , 3 
BAILA EE SAMI CL 暖か く な り 出 し た 11 月 28 日 に そろ っ て 顕 化 し た . さ ら に 最後 に 残っ 
て いた 2 頭 の 幼虫 も , 同じ 期間 摂 信 せ ず じっと し て いた だ が , 11 A 30 Hi Ro THOM OC H] N At 
LIBEL CHL Z0, 寒気 が まり 暖か く な っ た 層 日 の 6 日 目 に 由 に な っ た . 糸 で 綴 ら れ た 2 枚 
の うち , 上 の 葉 の み を は が す よ うに し て 持ち 上 げ る と , その 前 遇 を 含め 垂 瑞 状態 で ぶら 下がる も の が 
多かっ た が , 1 頭 は 尾 端 以外 に 頭 部 左側 面 も 1 本 の 糸 に よっ て ササ と 付着 し て いた . 
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Table 1. The developmental period (days) of Neope niphonica niphonica Butler in room between Kanazawa 
City, Ishikawa Pref. (summer form) and Numazawa, Oguni-machi, Yamagata Pref. (spring form). 





Date of first Larval stage [instar] (days) 
Locality hatch 1“ an 8 aS ol total 
Kanazawa May. 21. 1998 5 5 4-5 5-8 12-26 31-49 
Numazawa Sep. 20. 2008 8-11 10-13 8-11 11-13 23-36 60-84 






































これ ら 飼 育 の 結果 , RAEI RE LL 7e Bee Table 1 に まとめ た . 夏 型 と な る 例 と し て , 同じ 日 本 海 側 の 金沢 
THRE (高橋 ・ 佐 藤 , 2002) を 示し た . 幼虫 期 全体 で は 金沢 市 が 31-49 H, 沼沢 が 60-84 AC, 成長 の 早い 
も の と 遅い も ゃ の と の 齢 毎 の 差 は それ ぞ れ 18 日 , 24 日 と な る . た だ し 途中 で 死亡 し た も の な ど を 除き , 
実際 に 遇 に まで いた っ た も の の 中 で の 最長 日 数 は , 金沢 市 で 39 H, 沼沢 で 75 日 で あり , それ ぞ れ 8 日 
と 15 日程 の 幅 で あっ た . 


金沢 市 で は 夏 型 と な る 幼虫 で あり , 特に 少 雪 年 で 春 型 が 早く 発生 し た 年 の 生活 史 の 調整 の た め 遇 期 に 
夏 休 眠 する 可能 性 が 指摘 され て いる が (後述 ), 8 日 の ズレ は 幼虫 末期 で も 同様 な 傾向 が ある こと を 示 
す も の か も し れ な い . これ に 対し 沼沢 の 場合 は 春 型 と な る 場合 で ある が , 同じ く 少 雪 で し か る ゃ も 夏季 の 
高温 年 の た め 夏 型 が 羽化 し た 際 . その 後 の 幼 虫 が 遭遇 する で ある ろう, 急激 な 寒波 の 襲来 へ の 対応 と し 
て の 生活 史 の 調整 (FRE が 半月 に 及ぶ ズレ の 要因 と 考え られ る . 


以上 , 飼育 下 で は 2 齢 か ら 単 独 で 摂 食 する 個体 が 出る こと , 3 ELE, 脱 上 度 す る た め の 入 眠 の 際 に 吐 
系 し て 菜 を 綴る こと ,4 秀 以降 少な く と も 綴 ら れ た 葉 の 中 に 移動 し て 休息 す る 場合 が 多い こと , RES 
その よう な 中 で 行わ れる が , 中 に は 垂直 な 面 で 遇 化 を 試み た も の も あっ た こと な ど が 観察 で きた .3 
時 に 綴っ た 葉 は , EREA NZPO, 連なる 葉 同 士 で あっ た が , 容器 の スペ ー ス 上 , 多少 と も 葉 身 同士 
が 重なり 合っ て いた た め に そう な っ た の か , 野外 で も (特に 株 が 密生 し て いる 場合 ) 株 上 で 葉 を 綴る か 
どう か 不明 で ある . 


な お 本 種 の 幼虫 は ,3 苑 後半 以降 は きわ め て 規則 的 な 行動 の 日 周 性 が 見 られ , 昼間 は いっ せい に 地面 に 
隆 り て 枯葉 な ど に 潜る (高橋 , 1979). し か し 2007 年 の 野外 で の 観察 で は , HR DRE OM CHASM, 7 
月 11 日 $ 齢 ) と 15 日 (4 齢 ), 開 瀬 川沿 い の ク テ ガ ワ ザ サ の 葉 身 上 面 に . いずれ る も 日 中 静止 し て いる 本 
種 の 幼虫 を 観察 し て いる . 










































































































































































































































































































































































































































































Figs 1-9. Pictures taken in Numazawa, Oguni-Machi, Yamagata Prefecture. 

Fig. 1. A female of the spring form, ovipositing under the leaf of Sasa palmata var. niizimai. (17 June, 17: 
22) 

Fig. 2. An egg cluster just before hatching. The two forms of larval head colouration, light and dark form, are 
visible through the semi-transparent head crust. (27 June, 13: 48) 

Fig. 3. The first instar larvae hatched from the egg cluster of Fig.2. Three larvae were lost. (28 June, 05: 08) 

Fig. 4. A female of the spring form with lighter colouration, emerged probably in late June. (1 July. 11: 49) 

Fig. 5. Males of the summer form resting on the undergrowth in the morning.(15 August, 8: 58) 

Fig. 6. Males of the summer form of Neope niphonica niphonica and a male of Lethe diana diana, sipping 
sap of Acer mono, Aceraceae. (25 August, 17: 53) 

Fig. 7. A female of the summer form, ovipositing under the leaf of Sasa heterotricha. (14 August, 17: 21) 

Fig. 8. The position of the egg cluster in Fig. 7 (arrow-mark), blackened by parasitism of Telenomus hako- 
nensis, Hymenoptera. (27 August) 

Fig. 9. The fourth instar larvae resting in a loose nest formed by gathered dead leaves. (in breeding) 
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112 高橋 真弓 ・ 草 刈 広 
4. 成 虫 の 行動 
1) 食物 


本 種 の 春 型 は 訪 花 性 が 強く , 本 州 の 太平 洋 側 で は サラ サド ウ ダ ン , ニシ キ ウ ツ ギ , ミヤ マイ ボタ , リョ 
IT, シモ ツケ , シシ ウド な ど を 吸 密 する (高橋 , 1979). 草刈 (1996) は 日 本 海 側 の 朝日 山地 (山形 県 白鷹 
Ay = ANH, 1,200 m で も 春 型 の サラ サド ウ ダ ン へ の 訪 花 を 観 穴 し て いる が , 標高 の 低い 沼沢 に は サラ 
サド ウ ダ ン は 生育 し な い . 


日 本 海 側 に は ,. ニ シキ ウツ ギ の 代 置 種 . タ ニ ウ ツ ギ が 分 布 し , 有力 な 蜜源 と な っ て いる 可能 性 が 指摘 さき 
れ て いる (高橋 ・ 佐藤 , 2002). 当地 で も 本 種 発 ope ょ タニ ウツ ギ の 開花 期 と 一 致し て いる . また この 
時 期 , シシ ウド に 近 縁 な オオ ハナ ウド 群落 が 一 斉 に 開花 する が , 例年 に な く 春 型 の 発生 量 の 多かっ た 
2008 年 に も これ ら 植 物 へ の 訪 花 は 観察 で き な か っ た . 














































































































夏 型 に つい て は 前 述 の よう に , イタ ヤ カ エ デ の 枝 か らし み 出 る 樹液 に 本 種 が 頻繁 に 飛来 する の が 確認 
され た だ た. が 2 頭 以 上 に な る と 追い 出す た め の 絡 み 合う 飛 敬 が 多く 見 られ た . 8 月 下旬 は 低温 の 日 が 続 
いた が , 8 H 24 日 の 観察 で は , 普段 の 飛 贅 が 見 られ な い 雨 天 時 で も 午後 に の ,\ と も 樹液 を 訪れ た . 薄 
暗く な る 午後 6 時 隆 の 吸 汁 時 に は 同士 で も 追い 出し 行動 は 見 られ な い Fig. 6). 天候 の 回 復 し た 8 
月 27 日 に は , 朝 6:30 より \ が 訪れ た . この 日 , 切 り 通 し そば の 斜面 を , 時 折 ク テ ガ ワ ザ サ を 探る よう に 
し て ゆっ くり E- na く 個体 を 観察 し て いた と ころ , 尾根 に 達する と 樹液 の 出 て いる イタ ヤ カ エ デ を 
目 が ける よう に ほぼ 一 直線 に 降下 し, 吸汗 し た . 捕獲 する と ゃ で あり , 産卵 場所 を 探索 する 合間 の エネ 
Do es られ る . 


2) PRIEST ED & 72 LEY 行動 
8 月 6 日 に 初見 され た 2008 年 の の が , WERA © Hin LOS, 8A 10 日 で あり , ま も な く キ の 羽化 
も 確認 され た . 成虫 期 の 初期 約 10 日 間 は , 夏 型 の 発生 し た A 2008 の 両 年 と ちほ ば 同様 に 個体 数 が 


増加 し た が , それ 以降 の 10 日 間 , 2004 年 が 横ばい だ っ た の に 比べ , 2008 年 は さら に 羽化 数 が 増え , 8 月 
27 日 に は 2008 年 は 2004 年 の 約 2.6 倍 に 達し た (Fig. 10). 





































































































































































































































































































2004 年 で は 見 られ な か っ た な わ ば り 行 動 が 観察 で きる よう に な っ た の が , ちょ うど こ の 頃 か ら だ っ 
た . それ 以前 は 樹液 が 出 て いる 高木 の イタ ヤ カ エ デ や , 間瀬 川 の 対岸 に あり 川面 に せり 出す よう に は 
えて いる 中 径 木 の イ タ ヤ カエ デ な ど , 特定 の 木 を 探索 し 続け る 個体 が 多く み ら れ た . これ ら の 多く ! は 
ずる に よる \ の 探索 行動 と 考え られ る が , 8 月 27 日 に は 後者 の 中 径 木 と 線路 沿い の オニ グル ミ の 2 本 の 
ARC, それ ぞ れ 明瞭 な な わ ば り 行 動 が 見 られ た . 両 者 と も ほとんど 同じ 枝 に 静止 し て , 他 の みや トラ フ 
シジミ , BR Re ど 接 近 す る も の を 激しく 追い 払っ た . 


















































間瀬 川 と 1 an グル ミ 上 で の 2008 年 8 月 28 日 の 観察 例 で は , 早朝 は 飛翔 が 見 られ 
ず , 6 時 30 分 に 下流 より スギ の 鉄道 防風 林 の 林 縁 を ゆっ くり 飛 交 し て , スギ 林 か ら 突 出し て いる オニ 
グル ミ の 枝 ( 地 上 15 m) に 静止 し た . 午後 3 時 10 分 頃 , 探 施 と 思わ れる 行動 を 見 せな が ら オ ニ グ ルミ を 
2 個体 が 通過 し て いく が , 反応 せ ず , 4 時 5 分 に な っ て , な わ ば り 行 動 が 確認 され た . 5 秒間 枝 に 静止 後 , 
62 秒 間 オ ニ グ ルミ 全体 を パト ロー ル 飛 郊 . この 間 , A OIG OIC ZA, 時 折 両 サイ ド の スギ まで 行 
く が すぐ 木 に 戻っ た .$ 時 10 分 , な わ ば り 行 動 が 継続 され て いる . 飛来 し て きた 他 の ? を は げ し く 追 尾 
し ,20 m ほど で 視界 か ら 消 えた 直 直後 . も と いた る は 木 に 戻り ,30 秒 闘 静 止 . 以後 数 秒 か ら 10 数 秒 の 静止 
と パト ロー ル を 繰り 返し た . 


この 日 の 朝 7 時 か ら 午 後 3 時 まで の 間 ., こ のみ は ほ と ん ど と 活動 せ ず , 投石 に より 枝 を 揺らし た 時 だ け 少 
し 移動 し た . な お この 日 , 200 m 離れ た イ (RM SI 
時 30 分 で あっ た . オ ニ グ ルミ 上 で の な わ ば り 行 動 は .9 月 1 日 に も 見 られ , 剛 2 日 に も 樹 上 で 1 頭 見 ら 
れ た が , これ を 最後 に . オ ニ グ ゲル ミ 上 に APS es aan a ee 


高橋 (1979) お よび 高橋 (1998) は 食 草 で も ある ミヤ マク マ ザ サ や ル ベ シ ベ ザ サ 和 群落 の 上 で , 高橋 ・ 青 
山 (1989) は 同じ く 食 樹 の アズ マネ ザ サ や メダ ケ の 群落 上 ( 他 に クヌギ や アカ マツ の 幹 の 例 を 掲げ て 
いる が 地上 1-4m の 低い 位置 の よう で ある ) で の な わ ば り 行 動 を 報告 し て いる . 高橋 ・ 淀 江 (1992) も 
ヤ ネ フ キザ サ の 葉 上 の ほか , よく 日 の 当たる 林 縁 の 枝 先 で も な わ ば り 行 動 を 記録 し て いる が , や は り 
地上 1-3 m と いう . し か し 当地 で 8 月 下旬 に な っ て 確認 きれ た な わ ば り 行 動 は . ク テ ガ ワザ サ 群 落 で 
は な く , 前 述 の よう に 2 本 の 樹 上 の 校 部 で 展開 され , ゼ フ ィ ル ス 類 の 占有 行動 の よう に 高い 空間 で 活 
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し て いた . 


8 月 22 日 に は , 先述 の イタ ヤ カ エ デ 中 径 木 に いた 本 種 の の が ミド リヒ ョ ウ モ ン と 絡み 合い な が ら 空 中 
で ホバリング し て いた . その 後 観察 きれ た 他 個 体 へ の 激しい 追尾 と は 異な る よう に 思わ れ た .8s 月 27 
日 の 夕方 に は , クロ ヒ カ ゲ に 追尾 され な が ら 視 界 か ら 消 えた ゃ と 思わ れる 個体 を 目撃 し て いる 


主 に 観察 し て いる 間瀬 川沿 い の 300 m 程 の 範囲 で は , な わ ば り 行 動 が 見 られ た の は オニ グル ミ と イタ 
ヤ カ エ デ の 2 本 に 限ら れ , それ ぞ れ 特定 の の が 数 日 に わた っ て な わ ば り を 作っ て いた と 考え られ る . も 
と も と 個体 密度 の 低い 当地 で は , 完全 2 化 と いう 発生 量 の 中 で も , 繁殖 活動 に 占め る な わ ば り 行 動 の 
ウェ ー ト は 大 きく な いと いえ る . 

























































































5. キ マダ ラビ ヒ カ ゲ 属 2 種 と ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 年 次 個体 数 変動 












































前 回 夏 UK 発生 し た 2004 年 以降 , 同属 の サト キマ ダラ ヒビ ヒ カ ゲ と , 属 は 異な る が ササ 類 に 限定 き さ れ る 
食性 や 高 標高 地 に 生息 する 点 で 本 種 に 生 貞 の て いじ メキ マテ ッ ヒ カゲ を 加え た 3 竹生 
数 変動 NO 2 に 示し た . 日 毎 の 日 撃 数 に は 目撃 時 まで の 採集 数 を 含め て いな い . 














Table 2. Annual number of Neope niphonica niphonica Butler and the two relative species 
(captured and witnessed number). 








Year Neope niphonica Neope goschkevitschii Zophoessa callipteris 
Spring Summer Spring Summer First brood Second brood 
form form form form adult adult 
2004 2 125 0 1 0 1 
2005 2 0 1 1 1 0 
2006 0 2 0 0 0 0 
2007 2 16 0 0 1 0 
2008 21 187 2 0 2 0 


前 報 で 2003 年 まで の 10 年間 は 本 種 の 夏 型 を 当地 で 目撃 し た こと が な いと 記し た が , 近年 は より 観察 
の 時 間 や 精度 が アッ プ し た に も か か わら ず , 2005 年 に は 夏 型 が まっ た く 目 撃 で きず , w. 1 頭 の 
み の 捕 獲 ( 他 に 1 頭目 撃 ) で あり , 通常 は Toa o な いこ と が 再 確認 で きた . こ れ に 対し , 
サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , ヒメ キマ ダラ ヒビ カゲ は ほほ 毎年 , 少数 な が ら 捕 獲 さ れ , 2008 年 を 除く ヤマ キマ ダ 
ラ ヒ カ ゲ 春 型 の 発生 規模 と 状況 が よ pees — ARCS, MG bee a PSEA ICN 
発育 日 数 を 要する サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 が 2004 4 (8 H 12 日 ) と 2005 年 (8 月 14 日 ) に それ ぞ れ 
1 得 ら れ て いる . ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ 夏 型 が 大 発生 し た 2004 年 は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で も 夏 型 の 発 
生 が あっ て も お か し く な い が , この 年 の 豪雪 の 影響 な どの た め ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ 夏 型 が 発生 し な か 
っ た 2005 年 に サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 が 少数 で も 得 ら れ た こと ⑯ 月 14 日 ) は , 不思議 で ある . し か 
も 2005 年 8 月 11 日 に サト キマ ダラ ヒビ カゲ 春 型 の 1 そ を 採集 し て いる た め , 春 型 と 夏 型 が 同時 に 出現 
する 部 分 2 化 の 現象 $ も お き て いる 


山形 県 で は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 年 2 回 発生 する 地域 は , 庄内 平野 や 山形 答 地 な どの 低地 帯 に 限ら 
れ て お り a 高橋 , 1973; 高橋 , 1979), KRTEK CBS 350 m) の 夏 型 の 記録 (草刈 , 1996) は , 標 
高 が 高い 生息 地 と いえ る . 同 緯度 上 の 沼沢 の 標高 も 同じ 350 m で も あり. サト キマ ダラ " TRAE 
生 可 能 な 条件 で ある . し か し 注目 きれ る の は ., 得 ら れ た 夏 型 2 み に , 2005 年 8 月 11 日 に 得 ら れ た 春 型 1 
$ E 2008 年 の 春 型 1 の 1 や f (と も に 8 月 20 日 採集 ) を 加え た 3?2『 すべ て が 飛び 古 し た 缶 損 個体 で あ 
っ だ こと で ある .8 月 に 得 ら れ た 春 型 は , 新鮮 な 時 に 発見 で き な か っ た だ け で , 当地 で 発生 し , 生 き 延 び 
て いた と いう こと も 考え られ る . し か し 少な く と も る 夏 型 に つい て は 2004 年 に 得 ら れ た 8 月 12 日 時 点 
の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 汚損 状態 より も 著しく 汚損 し て いた こと , 20005 年 に は 前 述 の と お り 夏 型 の 発 
生 が 困難 と 思わ れる こと な どか ら , より 下流 の 生 息 地 か ら 間 瀬川 沿い に 飛来 し て きた . と いう の が 現 
在 考え 得る 推論 で ある . 下 流域 で の 生息 状況 の 確認 が 必要 で ある . 


ヒメ キマ ダラ ヒビ カゲ に つい て は , 山形 県 南部 の 緯度 と し て は 異例 と いえ る 低 標高 地 の 分 布 で ある ヵ 
年 間 で 得 ら れ た 4 み 1 キ の ほとん ど は 新鮮 な 個体 で あっ た . この た め 当 地 で 発生 し て いる も の と 予 

し て いた と こる, 26 日 , ル セ ベ シベ ザ サ より 1 齢 幼虫 の 集団 を 発見 し , ee es 
め ら れ た .8 月 中 に 3 頭 は 第 1 化 の 個体 で , 2008 年 9 月 17 日 採集 の の のみ が 汚損 個体 で あり , や は 
po ee 2004 年 9 月 29 日 採集 の の は 新鮮 で ,9 月 中 旬 以 降 に 羽化 し た と 思わ れる 第 2 化 
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の 個体 で あっ た . 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 過去 $ 年 の 年 次 個体 数 変動 を , 43 
Hk, まず 夏 型 の ほとんど 発 
より 11-18 日 ほど 遅かっ た こと が 目 に 
た 2004 年 が 19.7'C と 高い ほか は 18"C 台 で 差 は 少な い が , HEAD 
























































型 発生 な し ) と 2008 年 ( 夏 型 大 発 』 





2008 年 は 23.1"C C3°C 高い 値 で あっ た . 

















E し な か っ た 2005, 2006 の 2% El 





生 ) を くら べべ る と ,7 月 の ヨ 











は, HSA AS4 














つく . 雪解け 後 5-7 月 の 3 ヶ月 




















同じ で ある 4 











Table 3. Annual records of the snow depth and temperature in Oguni-machi. 
The record of the snow depth in Numazawa, Oguni-machi and the temperature 
in central area of that town. In the habitats of this species, the snow depth 
usually around 20 cm deeper and the temperature almost 1°C lower than that 
of the numerical value in the table, since the altitude is 210 m higher than the 
recorded points. 


Snow depth Date of 


Temperature (monthly average) (°C) 





該 年 毎 に 気象 の デー タ (Table 3) と 比較 し て み 
月 末 以 隆 で , 夏 型 発生 年 
の 気温 の 平均 で は , 大 発生 年 だ っ 

月 19 日 の 2003 4 ( 夏 
F 均 気温 が 2003 年 は 20.1YC で ある の に 対し , 























Year Max (cm) snow melt May June July May-July 
2003 240 19-IV 15.0 19.4 20.1 18.2 
2004 268 16-IV 15.4 19.7 24.0 19.7 
2005 380 30-IV 12.3 20.5 22.0 18.3 
2006 365 3-IV 14.2 19.4 21.6 18.4 
2007 184 15-IV 14.5 19.3 20.9 18.2 
2008 272 19-IV 14.3 18.5 23.1 18.6 














4 月 15 日 と いう 最も 早い 消 雪 日 を 記録 し た 2007 年 は 





気温 が 20.9°C と 低く , 8 
と いう , それ ぞ れ 過去 6 


の 夏 型 が 小 規模 な が ら 発 生 を 始め た . 拓 
8 月 11 日 (新鮮 な ゃ ) で , 13 日 , 16 日 に 
体 ,.1* が 新鮮 な 個体 で あっ た . 
終 見 日 は 9 月 6 日 で ある . この た め 発 生 
重なる が , 初見 日 に つい て 
日 ) よ り 4 日 早 く , 2004 年 

































































7 月 の 気温 は 夏 型 が 大 発 





一 方 2008 年 の , 当地 と し て は 過去 154 
夏 型 小 発 生 と の 因果 関係 は 現時 点 で は 不明 で ある . 























6. 成虫 出現 期 と 生活 史 
2008 年 に 得 た 本 種 夏 型 









































し ずつ 発生 し , 2008 年 は 短い 期間 に 集中 し て 発 4 














DIR 
2004 年 と 比べ る と , 発生 1 





月 上 旬 ま で の 





』 化 は 見 られ な 

















年 間 の 最高 気温 を 記録 する な ど , 8 

































































用 で きだ 2 の 
それ ぞ れ 新鮮 な , 25 日 に 
日 撃 個体 の ほとん ど は ,8 月 16 日 
E の ピー ク は 2008 EOF 

は 2008 年 より 5 日 遅く , 20 
E (9 月 16 日) より 10 日 早い . 


E 生 し た 2004 年 
































, 夏 型 大 発生 の 条件 を 備 





か っ た . し か し 8 月 上 














3 と , 






































えて いた が , 7 月 の 平均 
旬 に 34.8*C, 中 旬 に 36.0°C 
紅林 者 と な り 、 や ヤマ キン マゲ が ラロ カ ゲ 
目撃 し た 11 頭 に つい て みる と, 初見 日 は 
は 2 叶 を 得 た . そ の うち 1*\ が 汚損 個 




















か ら 23 日 の 間 に 見 られ た も の で あり , 
































04 年 より 


,2008 年 と も に 高く , 細 か く 
24.2°C (最高 気温 33.5*C), 2008 年 が 21.7'C (最高 31.6"C) で , 2.5*C の 差 が あり ., 
化 期 の ズレ (次 項 参照 や 成虫 





i. 





目撃 数 の 季節 変化 の 図 (Fig. 10) と 




















12 日 $ る 遅い . 終 見 日 も 2008 年 (9 月 10 


























きる と 上 旬 の 
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FE 均 気温 が 2004 年 が 
これ ら の こと が 夏 型 激 


の 斑紋 や 黒 化 指数 の 違い (次 章 参照 ) の 原因 に な っ て いる 可能 性 が 高い 






































E 間 で は じ め て と な る 春 






































2004 年 の 夏 に は 観察 で き な か っ た な わ ば り 行 動 が , 2008 年 に 
よう に J ょ , 2008 年 の 方 が 多く 発生 し た の に か カ 

















段 に 高く な っ た た め と . 














ADI. 2004 年 
0, それ まで の 捕獲 の 影響 を 前 報 で 示唆 し た が , 2008 年 














人 急 勾配 を 示し て いる . 





これ ら の 捕獲 個体 数 の 天 


察 さ れ た 幼虫 期 な どか 














は 8 月 NO 








E 移 や , 個体 毎 の 新鮮 度 . さら に 
ら 推 定 し た 本 種 





の 2008 年 に お ける 生活 


12, 成虫 


H o ヒ 期 が 集 』 


好 天 な の に 本 衝 

















が 7 日 遅く , 終 見 日 が 6 
































日 は 両 年 と も 8 月 12 日 で 
で あっ た . これ ら か ら 20044 
E し た こと が 明確 で ある . 


は 夏 型 成虫 期 の 後半 に な っ て 見 られ る 
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春 型 の 野外 で 確 
































NIT= 








型 の まとまっ た 発生 の 理由 や 。 前 年 の 


個体 数 と その 累計 , 及び 日 撃 個体 数 の 推移 を Fig. 10 に 示 し た . 前 報 の 
回 体 数 の 多かっ た 2008 年 の 方 が 初見 日 
体 で 約 2 週間 短縮 され た 中 で , 約 1.5 倍 の 発生 が み ら れ た . その 中 で の 初見 
一 致 し, 雌雄 の 差 が 2004 13 日 に 対し て 2008 年 が 4 日 


日 早かっ た . =e 


























E は 長い 間 に 少 





し て いた な た なめ 蜜 度 が 格 
が 観察 さ れ な い 日 が 数 日 あ 
計 の 上 昇 曲線 が , | 





[SIZED RY 


RRS NAJIN, 夏 型 の 飼育 で 観 
史 の 概要 を , これ まで 報告 され て きた 
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Fig. 10. Comparison of daily number changes in Neope niphonica niphonica Butler, summer form 
adults in activity between 2004 and 2008 at Numazawa, Oguni-mati, Yamagata Prefecture, by 
K. Kusakari. ©: male captured; @: female captured; x: individuals witnessed (left scale); 
ーー 一 accumulated number of individuals captured (right scale). 
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各地 域 の も の と 比較 し た (fig. 11). 2008 FCEH L eo eMC IS, 2007 年 が 夏 型 の 小 発生 年 だ っ た た 
め に , それ に 由来 する 少数 の 幅 と , 夏 型 と し て 羽化 せ ず 越冬 し た 多く の 踊 と が 含ま れ て いた と 考え ら 
れる . 2008 年 は $ 月 以降 高温 の 日 が 多かっ た も の の , 比較 的 大 雪 だ っ た こと , それ に 理由 は 不明 な 点 が 
多い が 礎 型 が 例年 に な く 多 く < 発生 し た こと に より , 春 型 の 羽化 が 3 月 28 日 の の? に 始ま り ,7 月 を すぎ 
て も る 比較 的 新鮮 な 個体 が 見 られ た (Fig.4).7 月 6 日 に も 新鮮 な や が 得 ら れ た が , これ ら が 中 旬 ま で は 生 
き 残 る で あろ うこ と を 考慮 する と, 43 日 以上 に わた り 成 虫 が 出現 し た こと に な る . 


これ ら の 母 蝶 か ら 7 月 以降 に 産卵 され た 卵 は , この 年 の その 最終 羽化 日 (新鮮 さか ら 8 月 23 日 と 推定 ) 
まで に は 34 日 し か な く ., 幼虫 期 , 踊 期 と も に 短い 当地 の も の で も , 成東 に いた る の は 不可 能 で ある . こ 
れ ら は 夏 型 と し て 羽化 せ ず 由 の まま 休眠 し た も の と 考え られ る . これ が Fig. 11 に 示し た 年 1 化 の タイ 
プ , B で, 高温 で あっ て も , B- Fe 0970) が 示し た よう に 一 定 の 日 長 が 休眠 踊 を 作り 羽化 を 抑制 さ 
せ , 夏 型 か ら の 次 世代 が 幼虫 の まま 冬 を 迎え 死亡 する の を 防い で いる も の と 考え られ る . これ に 対 し, 
6 月 前 半 ま で に 産卵 され た も の は , その 後 の 気 温 に よっ て は 夏 型 と し て 羽化 し , 年 2 化 と な る 可能 性 が 
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Fig. 11. The life cycle of Neope niphonica niphonica Butler. (A) Ikawa-toge, South Jap. Alps, Shizuoka 
Pref. (B) Numazawa, Yamagata Pref., bivoltine, (B’) Ditto, univoltine, (C) Mt. Sambe, Shimane 
Pref. (D) Kanazawa city, Ishikawa Pref. (E) Boso Peninsula, Chiba Pref. 
E: egg, L: larva, P: pupa, A: adult. 


あり .2008 年 で は その タイ プ B が 主流 と な り , 2005 年 は すべ て が B' と な っ た こと に な る .2008 年 に は B 
と B' が 混在 し た た め に , ほぼ 7 月 の 期間 中 , 成虫 , 卵 , 幼虫 の 3 つの ステ ー ジ が 共存 し た . 


Fig. 11 で , 沼沢 に お ける B の 年 2 化 タ イプ を 他 の 産地 (C-E) と 比較 する と , 春 型 の 羽化 か ら 夏 型 の 羽 
化 ま で の 期間 が 短い . その 期間 は 野外 で の 捕獲 日 な どか ら , の で 70 日 , ゃ で 69 日 で ある . これ は 他 の 産 
地 の 中 で 短い 島根 県 三瓶 山 (890-950 m) の 80 H (高橋 ・ 演 江 , 1992) より さら に 10 日 【 a 沼沢 産 
は , 年 2 化 発生 する 場所 の 中 で 最も 成長 速度 が 早い こと を 示し て いる 


金沢 市 産 の も の で は , 室温 の 例 で 卵 期 が 7 A, 幼虫 期 が 31-49 日 , 遇 期 が 24~34 日 と 変異 が あり , 計算 上 
最短 で 6 日 , 最長 で 90 日 と な る が , 野外 で の 観察 デー タ で は 90-100 日 で ある . そし て 人 金沢 市 産 が 房総 
BEEN OSV SPE BAKERC Lo て 生活 史 を 調節 し て いる 可能 性 を 指摘 し た (高橋 ・ 佐 藤 , 
2002). 注 ate こと は , 卵 期 が 沼沢 産 で は 野外 で 11 日 で あり , 金沢 市 産 よ り 4 日 長かっ た こと で あ 
る . その 分 HUG PW £3 & 5 短 4 縮 す る 必要 が ある . WICBBPBET ALI RMR 5 ICA 
It COB) BAE に な っ た と し て も, 中 に よる 夏 休 有 眠 を せ ず に 羽化 し て いる こと が 示唆 され る . 


岡 じ 日 本 海 側 に あり ., 年 毎 に 雪解け の 影響 を 受け る 金沢 市 の 観察 地 (60-400 m) で は , 春 型 の 発生 に は 
季節 の 進行 が 強く 影響 し て いる と み ら れ る が , その ズレ は 夏 型 の 羽化 期 に は あま り 影 響 を 与え て いな 
い (高橋 ・ 佐 藤 , 2002). し か し 標高 330 m な が ら 年 に よっ て は 最大 積雪 深 が 4 m に 達する こと が ある 
当地 で は , その よう な 豪雪 年 で . し か も 春 か ら 夏 に に か け 高 温 と な る よう な 場合 , 急速 な 成長 に よっ て 夏 
型 が 羽化 し な いと . 秋 に 季節 は ずれ の 隆 震 や 降雪 な ど に 遭遇 し て , 個体 群 に 大 き な ダ メー ジ を 号 え る 
恐れ が ある . 


過去 15 年 間 で は , 2002 年 に 10 月 29 日 に 初雪 が 降り , 11 月 5 日 に は 20 cm に な り , 日 陰 で は 根 雪 と な っ 
た 2008 年 も 11 月 19 日 に 初雪 , #20 日 は 30 cm と な り , 平 垣 地 で は 根 雪 と な っ た . 先 に , 室内 の 温度 が 
野外 より 数 度 高 い 状態 に も か か わら ず , 一 部 の 個体 に と っ て 温度 が 踊 化 前 に 発育 審 点 に 下がっ た と 思 
われ る 飼育 例 (チシマザサ に 産卵 され 9 月 20 日 蜂 化 の 事例 ) を 記し た . 2008 年 の 場合 , 遅い 時 期 に 産 久 
され た も の の 中 に は , 野外 で は 由 に 達する こと な く 死 減 し た 個体 も いた と 考え られ る . 前 回 夏 型 の 大 








































































































































































































































































































































































































































































































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 

















HERPE AREY Ve Yo eID 117 























発生 し た 2004 年 に も , 10 H 29 HARDE) EDS, それ が 翌年 春 型 が 増加 し て いな いこ と に 関係 
し て いる か も し れ な い . 


近年 の 温暖 化 の 影響 で , 今後 も 本 種 夏 型 の まとまっ た 発生 が 予想 され る が , 当地 の 短期 間 で 成長 する 
と いう 生活 史 は , 後 水 期 の ヒ プ シ サー マル 期 な ど , 現在 より 温暖 だ っ た 時 期 に 獲得 され て きた の か も 
し れ な い . 大 雪 の 年 の 春 型 発生 期 の 大 幅 な 遅れ は , 夏 型 成虫 の 発生 期 の ズレ と な っ て 尾 を 引く こと が 
な く , 特に 2008 年 の 場合 は 他 の 産地 並み に まとまっ て 発生 し た . こ の こと は 7 月 を 過ぎ て 産卵 され た 
春 型 の 卵 か ら は , 高温 で あっ て も る 夏 型 が 羽化 し て いな いこ と を 示し て いる . BRO RV EEE LOSE 
険 回 避 の 点 で , その 方 が 有利 で あろ う . 2008 年 秋 に 飼育 下 で み ら れ た 低温 に よる 5 齢 前 上 帳 期 の 1 週間 
に 及ぶ 発育 停止 と 再開 CH 2009 年 春の 羽化 に 支障 は な か っ た ), POR Se Mo TRR we 
過ごす と いう 行動 な どる も, 成長 速度 の 短期 化 同様 , 夏 型 発生 に 伴う 晩秋 の 危険 へ の 対処 と 考え られ る . 


小国 町 沼沢 遅 越 地区 で 最近 , 数 年 に 一 度 お き て いる 夏 型 の 発生 に よっ て , 個体 群 の 維持 ・ 回 復 2004 年 
の 場合 は 翠 春の 増加 に つなが ら な か っ た が ), 不 定期 の 発生 に よる 卵 寄 生 蜂 へ の 対応 , 成虫 の 移動 の 機 
会 の 増大 に よる 近接 地域 と の 遺伝 的 交流 な どの 利点 を も た ら す も の と 考え られ る . し か し いっ た ん 夏 
型 が 発生 する と, 春 型 に 比べ 個体 数 が 際立っ て 多く な る こと の 理由 な ど , 不明 な 点 が 多い . 
























































































































































































































































II. 形態 ・ 斑 紋 2004 年 採集 個体 と の 比較 

















ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 上 功 で 越冬 し , ICRA DIEL ZEH, JRA TELE 
0S MAROMN BASALT A. 


Hh IC BEJTA RAOR LTAB AAC Eo TEA bO ASN, 同じ 季節 型 
( 春 型 ま た は 夏 型 ) の 中 で も , その 黒 化 の 程度 は 標高 な ど に よっ て 微妙 に 異な る . 


ー つ の 地域 に 生島 する ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 形態 や 斑紋 が 年 に よっ て 変化 する か どう か に つい て は , 
これ まで に 調査 きれ た 例 が な い . 2008 年 に は 草刈 が まとまっ た 数 の 個体 を 採集 し た の で , これ ら の 形 
態 や 斑紋 を 測定 し て , 2004 年 に 採集 され た 個体 と の 測定 値 の 比較 を 試み る こと に する . 測定 個体 は 次 
の と お り . 


















































計 49 ず : 2 VIN-6, 1 2 VIN-7, 13 VIN-8, 2% VII-9, 1 7 VIN-10, 2% VII-11, 1 VIN-12, 3 VIH-13, 
1 f VIEL-14, 3¢ VID-15, 1 # VII-16, 2 4 VII-17, 5 VHH-18, 1 # VIIL-19, 6 VIII-20, 1 7 VIII-21, 
1 f VIN-22, 6 VIH-23。 4 VIN-25, 2 # VHT-26, 12 VIN-27, 1 VHII-29, 1 # TX-1. 


at 28 9: 1% VIIL-8, 1 $ VII-12, 1 $ VIIT-17, 1 VII-18, 3 ? VIII-19, 3 $ VIIL-20, 1 % VII-22, 1 2 
VITI-23, 4 $ VIIT-25, 2 そ VIITL-26, 8 $ VHI-27, 2 2 VIIIL-28. 





2008 年 の 採集 個体 の 測定 値 は 2004 年 の も の と 比較 し て 次 の よう な 差 が 見 られ た (Table 4). な お , 各 測 
定形 質 の 記号 と 測定 位置 に つい て は , 高橋 (1990) ETA. 統計 的 有意 差 の ある も の (t-test に より 
p<0.05) に つい て 示す . 
































FL: 2008 年 の の の 前 次 長 は 2004 年 の の より も 小型 . 
a/FL: 2008 年 の み で は 2004 年 の みよ り も この 値 が 大 きく な り , 前 次 の 次 形 は より 縦長 で ある こと を 示 
> 








b/FL: 2008 年 の そ や で は 2004 年 の ゃ より も この 値 が 高く , MMOMBASLYIMECHACL ERT. 
f/FL: 2008 年 の み で は 2004 年 の みよ り も この 値 が 高く , 後 玩 亜 外縁 の 明 色 斑 が 相対 的 に 大 きい こと を 
示す . 

fle: 2008 年 の や で 2004 年 の や より も 高く , 後 次 外縁 の 里 色 帯 の 幅 が 狭い こと を 示す . 

BS: 2008 年 の み で 2004 年 の みよ り も 小 き く , 2008 年 の まで は 2004 年 の キキ より も 大 きい こと は 注目 き 
れる . 

MI: 黒 化 指数 は の , ゃ と も に 2004 年 より も 2008 年 で 高く , 裏面 の 暗 化 を 示し て いる . 


全 12 形質 の うち , 以上 の 7 形質 で 2004 年 の 採集 個体 と の 間 に 有 意 差 が 見 られ た が , これ ら の うち . f 
FL と fle の 値 が 大 きい こと は , BMI RO HE ( 黄 褐 色 斑 ) が 大 きく 発達 し て 後 閉 全 体 の 色調 が 明 
る く な り , い くら か 春 型 の 方 向 に 傾い て いる こと を 示唆 する . また , 裏面 の 暗色 化 を 示す MI の 値 が 高 
く な っ て いる こと も いく ら か の 春 型 へ の 傾斜 を 表し て いる . 
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Table 4. Characteristics of the wing shape and the colour pattern of Neope niphonica 
niphonica Butler, in summer form, from Oguni machi, Yamagata Prefecture. 
Comparison between the collected individuals in 2008 and those in 2004. [mean + 








2s.d.//n] 
Character Males Females 

istics* n 2008 n 2004 n 2008 n 2004 
FL (mm) 49 34.0+0.39 31 34.4+0.38 28 35.440.41 16 33.7 ェ 0.78 
a/FL 49 64.5 ェ 0.49 31 63.6+0.62 28 62.440.68 16 63.2 ょ 1.12 
b/FL 48 68.5+040 30 69.1+0.55 28 73.440.72 16 74.9+0.80 
c/FL 49 23.0+0.39 31 22.3+0.99 28 24,240.42 16 24.7 ェ 0.59 
d/FL 49 49.2+0.52 29 49.6 ょ 1.28 27 31.8+1.54 16 53.1+0.73 
f/FL 49 227+ ょ 0.48 27 21.340.53 27 23.8=1.54 16 22.7+0.85 
f/e 48 74.941.14 28 72.3+1.78 27 77.0 ェ 0.38 16 74.5 = 0.20 
BS 49 9.2 29 19.0 28 35.7 16 2.5 
YS 48 1.0 30 3.3 28 11.1 14 10.7 
g/FL 49 1604043 30  15.9+0.57 28 16.140.58 16 16.20.61 
h/g 49 64.2+1.17 30 64.3+1.42 28 65.141.44 16 64.8 ょ 2.49 
MI 49 69+0.62 26  4.0+0.70 28 6140.71 16 4341.53 


*See Takahashi (1990) for details of the characteristics codes. 


以上 の 二 つ の 傾向 は 
も し れ な い . 


BS の 値 は 前 弟 1b 室 ! 
示し た が , 2008 年 に 
トキ マダ ラ 
ある (高橋 ・ 
よう な BS 値 変 動 の 理由 は 
































これ ら の 形質 に 





, 斑紋 が 形成 され る 幅 期 の 温度 が 2004 年 より も や や 低かっ た こと に よる も の か 


に 黒 斑 の 現れ る 1 
は , それ が 35.7 と いう 飛躍 的 に 
ヒ カ ゲ で 著しく 高く , 本 種 で は * に 
佐藤 , 2002; 高橋 ・ 草 刈 , 

















環 の 厚 味 を 示す hg の 値 は 安定 
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ET 50 を 
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固体 の 比率 を 示し, 2004 年 の \ が 2.5 と いう きわ め て 低い 値 を 
高い 値 と し な っ て いる こと が 目 に つ 
国 の 多く の 個体 衝 
2005 な ど ). の で は 19.0 が 9.2 と , か えっ て 低く な っ て いる . 以上 の 
現在 の と ころ 不明 で ある . 


WLC, 後 北 裏 面 眼 状 紋 の 相対 的 な 大 き さ を 示す g/FL と , その 有 眼 状 紋 を と り ま く 明 色 
年 に お ける 差 は ご くわ ず か で , 統計 的 有意 差 を 示さ な か っ た . 


く . この 値 は サ 


も の で 


sD. ファ ウナ ウキ タ 
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Summary 


1. We report results of ecological observations on food plant, life cycle, adult behaviour and geographical 
variation of Neope niphonica niphonica Butler from Oguni-machi, Yamagata Prefecture, Northern Japan. This 


report is a sequel to our primary report in 2005. 
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2. The food plant in this area is not only Sasa heterotricha Koidzumi but also Sasa palmata var. niizimai (Tatew. 
et Nakai) S. Suzuki and Sasa kurilensis Makino et Shibata. Sasa palmata var. niizimai is also the food plant of 
Zophoessa callipteris (Butler) belonging to the same tribe as this species. 


3. Two forms of larval head colouration, light and dark, were hatched from an egg cluster laid by a spring form 
adult. 


4. The parasitoid of this species is Telenomus hakonensis Ashmead 1904, Hymenoptera. 


5. Summer form adults emerged abundantly in the year 2008, while there were none or few in the past except 
for the year 2004. The individual numbers in 2008 were up to 2.4 times of those in 2004, and territorial behav- 
iour was observed in that year. 


6. In 2008, the oviposition period of the spring form adults was from the beginning of June to the middle of July. 
This suggests that the period was delayed by abundant snow remaining on the ground. Most of the summer form 
adults emerged in August following rapid growth. Some of them probably did not emerge in August but went 
on to hibernate as pupae. We presume some larvae to have died without pupation as a result of low temperatures 
in the field. 


7. Some differences were observed in the morphological characteristics of this species in that area between in- 
dividuals of the summer form collected in 2008 and those in 2004. Those in 2008 had the following features: 
1) Males in 2008 had a rather longer forewing. 
2) Forewing shape a little more longitudinally elongated in male and a little more laterally in female. 
3) Yellowish patches on hindwing relatively developed in male and female. 


4) In female, the ratio of individuals with a black spot in the yellowish patch in forewing cell 1b increased, and 
in male decreased. 


5) Melanization of the wing underside increased both in males and females. It is caused, probably, by lower 
temperatures during the pupal period, as well as by development of hindwing yellowish patches. 
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